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鳥取環境大学 経営学部経営学科 

A アジア交易とビジネス取引  

地方創生グローバル人材育成に必要な「貿易実務」を中心に学習します 

この授業では、①交易の基本原理や輸出入取引に関する基礎的事項を実務に即し

て学習する。また、②アジア諸国と取引する場合の基本をいくつかの国との具体的

ビジネス事例などを示しながら理解を深めていく。さらに、③中国・四国の企業が

アジア地域で事業展開し、また当該地域の企業と取引関係を形成するには、どんな

知恵と戦略が求められるか等についても、実際に即して考察する。併せて、受講生

が、将来、アジア交易に関わろうとする積極的なマインド形成にも意を用いる。 
受講者は、「貿易実務英語」を併せて履修することが望ましい。 

 

学習用テキストは次のサイトにあります。 
⇒貿易実務：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-index.pdf 

主に次の項目を重点的に学習する予定 
Ⅰ 貿易取引全体の理解 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-1.pdf 
Ⅱ 貿易形態 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-2-digest.pdf 
Ⅲ 取引創設とマーケティング http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-3.pdf  
Ⅴ インコタームズ http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-5-digest.pdf 
Ⅵ 決済と金融 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-6-digest.pdf 
Ⅺ 原価計算 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-11-digest.pdf 
Ⅻ 契 約 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-12-digest.pdf 

 

B 貿易実務英語  

地方創生グローバル人材育成に必要な「貿易英語」を中心に学習します 

貿易は国際売買取引であるが、ここで使用される英語を貿易英語という。 

貿易取引で使用される用語は、伝統的な商習慣などに基づき国際的な共通語とし

てルール化されている。個々の用語(英語)の意味は、引き合いから決済に至る取引実

務に即して理解する必要がある。 

したがって、この授業では、国際商取引の実務の流れに即して英語の文例や用語

の意味・解釈などを学んでいく。 

また、国際ビジネスにおいてはコミュニケ―ションとしての英語能力も重要であ

り、これに関わる英語も学習していく。 

なお、英語のレベルとしては、日本商工会議所が主催する「ビジネス英語検定」

３級から２級位を基準にしている。ここで学習する英文例や用語も該当検定のテキ

ストを参考にしている。したがって、諸君が同英語検定受験を希望する場合も学習
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できるよう以下のサイトにアップしている。 

・ 貿易英語の学習 
学習サイト：  
３級レベル：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/nissho-bijinesu-eiken-1.html 

２級レベル：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/nissho-bijinesu-eiken-2.html 

 
・ 日商の「ビジネス英語検定３級・２級」にも挑戦してみよう！ 

http://www.kentei.ne.jp/english/ 

本講義もこれを利用して進める予定である。 

貿易実務英語の学習は、貿易実務と並行して進めることが効果的であるため、受

講者は、「アジア交易とビジネス取引」を併せて履修することが望ましい。 
 


